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乙ま し カミ き

心不全の治療薬として汎用されているdopamineの血管に対する収縮作用は､a-adrenoc

eptorsを介するものと考えられている｡しかしながら､dopamineのalあるいはa,-adren

OCeptOrSのsubtypeに対する効力差は明かではないが､両受容体を刺激する作用を有するこ

とが明らかにされ､摘出イ朋歯動脈においては､α2-adrenoceptors刺激効果が優位であるこ

と､腸間膜動脈では､al-adrenoceptorsおよびα2-adrenoceptorsが刺激効果は同等ある

いはal-adrenoceptorsが優位であるが､他方､腸間膜静脈では､CZlおよびα2-adrenoce

ptorsに対する刺激効果は同等あるいはa2-adrenoceptorsに対する刺激効果が優位である

ことなどが報告されている｡dopamineによるこれらの血管における収縮効果の相異は動物

種､部位､あるいは動･静脈に分布するa-adrenoceptorsのsubtypeの分布相異で説明され

ている｡一方､近年､イヌ･フ'夕の冠動脈およびフ●タの腎動脈､腸間膜動脈でnoradrenalineが

内皮に存在するa2-adrenoceptorsを介してEDRFを遊離せしめることが報告され､その後､

イヌの大腿動脈･静脈､肺動脈･静脈において､血管内皮のa2-adrenoceptorsを介して内皮依

存性拡張反応を生ずることが明かにされており､血管作動物質によって､内皮を介して内

皮由来弛緩因子(EDRF)が遊離され､血管作動物質本来の血管作用がEDRFによって修飾され

ていることが考えられる｡このような成績は､dopamineによるα-adrenoceptorsのsubtyp

eを介する血管収縮作用が､内皮に存在するa2-adrenoceptorsを介してEDRFを遊離せしめ､

拡張的に修飾していることを推測せしめる｡

本研究は､雑種成犬から大腿動脈･静脈を摘出し輪状標本を作製､dopamineを用いて､何

れのcr-adrenoceptorsのサ7.タイプ○を介して大腿動･静脈が収縮を示すのか､また､a2受容体

を介する内皮依存性拡張反応にて､その収縮作用が修飾されているのか否かについて検討

を加えた｡
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